
 

                      

日本観光研究学会 観光研究（特集号）ならびに 
「日本観光研究学会全国大会学術論文集」 

＊＊＊＊＊投稿規程＊＊＊＊＊ 

  
本規程は、日本観光研究学会全国大会において発表さ

れる論文を掲載する「観光研究（特集号）」（査読付き

論文集）ならびに「日本観光研究学会全国大会学術論

文集」（査読なし論文集）の投稿にあたっての細目を定

めるものである。 
 

投稿申込 

（投稿資格）  

1．投稿者第一著者ならびに発表者は本学会の正会員、

準会員または名誉会員であり、投稿する年度までの

定められた会費を納めていること。 

1-2．連名で投稿する場合は、著者の合計を４名以内と

し、第一著者は本学会の正会員、準会員または名誉

会員であること（第一著者以外は非会員でも構わな

い）。 

1-3．第一著者となれるものは、同年度に募集する「観

光研究（特集号）」ならびに「日本観光研究学会全国

大会学術論文集」について合計 1 編のみであり、他

の論文の第一著者にはなれない。 

1-4．発表者となれるのも合計 1 編のみであり、1 編に

ついての発表者は 1 名とする。但しこの条件のもと

で、第一著者以外の共同著者が発表者となることは

妨げない。 

（投稿原稿） 

2．投稿原稿は、①第三者の知的財産権その他一切の権

利を侵害していないこと、②本著作物が二重投稿で

はない（若しくは過去に一切公表されたことがない）

こと、③本著作物が共同著作物である場合には、本

学会への投稿が共同著作者全員の同意に基づくもの

であることを保証すること、④本著作物において第

三者の著作物を引用するときは、出所を明示し、適

法引用の範囲内で行うなど、日本観光研究学会「観

光研究および日本観光研究学会全国大会学術論文

集」著作権規程を順守していること。 

2-2．「日本観光研究学会倫理綱領」、「軍事研究に対す

る本学会の対応について」を順守していること。 

3．投稿原稿の種類は、「観光研究（特集号）」への論文

（査読付き論文）ならびに「日本観光研究学会全国

大会学術論文集」への論文（査読なし論文）の 2 種

類とする。なお、いずれも観光に関する研究、計画、

調査、事業、運動などを扱い、目的・方法・結果・

考察・結論等が明記されたもので、一つの論文はそ

れ自身で独立性を有し、完結した体裁を整えている

もの（概要、アブストラクトのようなものではなく、

フルペーパー形式）とする。 

（「観光研究（特集号）」への論文（査読付き論文）） 

4．投稿された論文は、大会学術委員会が別途定める「日

本観光研究学会学術委員会ならびに大会学術委員会 

査読に関連する申し合わせ」に基づいて査読を行い、

掲載の可否を決定し、著者に連絡する。 

4-2.論文採否の判定基準は下記の 2 点とする。 

(1) 論文の貢献（新規性が認められるとともに、独創性、

発展性、実務を含めた応用可能性、有益性、時宜性、

萌芽性が総合的に十分であるか） 

新規性：内容が、既発表または既知のことに対して、

新たな知見が認められること。 

独創性：内容が、既発表・既知のことから容易には導

き出せない新たな進展が認められること。 

発展性：内容が、将来の学術的・実務的な大きな成果

につながることが期待できること。 

実務を含めた応用可能性：内容が学術上、実務上、そ

の他実用上何らかの意味で応用できる価値があるこ

と。 

時宜性：内容・研究対象・研究テーマが、社会的な背

景・問題・緊急性に照らして時宜に適っていること。 

萌芽性：新しい発想、着想に基づく内容で今後の発展

の可能性が大きなものであること。 

(2) 完成度（既存研究の参照と当該論文の位置づけ、目

的・成果の明確性、資料・データの適切性、論理展

開・分析の適切性、誤字・脱字を含めた文章表現・

図表ナンバー等を含めた図表の適切性、全体構成等

が適切であるか） 

（｢日本観光研究学会全国大会学術論文集｣への論文

（査読なし論文）） 

5．2 条に示した原稿の中で査読なし論文に相当するも

ので、査読を経ずに｢日本観光研究学会全国大会学術



 

                      

論文集｣に掲載される。 

 

原稿の作成 

（執筆の形式） 

6．投稿原稿は、投稿規程、執筆要項に定める様式にし

たがい、原則として学会ホームページ上のフォーマ

ットを利用して作成する。なお、図表・写真はカラ

ーでも良い。 

7．投稿原稿は以下の構成に従うものとする。 

題目、著者名、著者の所属、日本語の要約、キーワ

ード、本文、補注、引用・参考文献（、「観光研究（特

集号）」投稿論文のみ、英語の要約を最後に挿入する） 

8．投稿原稿の言語は日本語を原則とし、外国語で作成

する場合は英語とする。 

9．その他の詳細は、執筆要項に定める。 

 

投稿 

（規定原稿ページ数） 

10．投稿原稿のページ数は、下記の通りとする。 

「観光研究（特集号）」への投稿論文 

6～10 ページ 

「日本観光研究学会全国大会学術論文集」への投稿論

文  

4～6 ページ 

なお、奇数頁、偶数頁のいずれも可とする。 

（投稿方法） 

11．「観光研究（特集号）」ならびに「日本観光研究学

会全国大会学術論文集」への申し込み方法・投稿期

限は、別に定める。 

12．指定されたURL上で、投稿期限までに応募情報（タ

イトル、著者名、連絡先、キーワード、概要等）の

登録ならびに原稿（著者名、所属、謝辞等が記載さ

れた完成原稿、PDF ファイル）の提出を行うこと。

原稿作成にあたっては、執筆要領に従うこと。 

12-2．「観光研究（特集号）」への投稿では、完成原稿

から著者を特定できる部分（著者名、所属、謝辞等）

を削除したPDF ファイルも提出するものとする。 

 

（「観光研究（特集号）」投稿論文の査読） 

13．論文審査の判定は 2 段階に分けて行い、第 1 次

審査では、 採用、条件付採用または不採用の判定を

行う。第 2 次審査では、条件付採用について採用、

不採用を決定する。  

13-2．第 1 次審査の結果が、条件付採用となったもの

は、別に定める期日の間に所定 URL にて最終原稿

PDF ファイル・修正箇所を明示した PDF ファイ

ル・修正意見への回答書を提出すること。その際、

著者の追加・順序の変更はできない。 

13-3．不採用になった原稿は、「日本観光研究学会全国

大会学術論文集」（査読なし論文集）に投稿すること

ができる（その際は、あらためて投稿料を支払う必

要はない。また、投稿しない場合でも投稿料は払い

戻しを行わない）。 

 

受付・受理 

（受付日）  

14．指定されたURL上で、応募情報の登録ならびに原

稿提出が完了した日付をもって受付日とする。ただ

し、投稿規程、執筆要項等に沿わない原稿は、原則

として受け付けない。 

（受理日） 

15．大会学術委員会が原稿掲載を認めた日を受理日と

する。 

 

校正と出版 

（校正） 

16．受理決定後の原稿の修正は認めない。  

（出版・公開） 

17．受理された原稿は、応募情報に基づき「観光研究」

もしくは「日本観光研究学会全国大会学術論文集」

に掲載されるとともに、「科学技術情報発信・流通総

合システム」(J-STAGE)にて随時公開する。なお、カ

ラー図表・写真を含む場合、J-STAGE にはカラーで

掲載される。 

（投稿料・掲載料） 

18．「観光研究（特集号）」ならびに「日本観光研究学

会全国大会学術論文集」の投稿料として、ページ数

にかかわらず 1 編 15,000円を徴収する。 

19．「観光研究（特集号）」の投稿論文が採用となった

場合、掲載料としてページ数にかかわらず 20,000円



 

                      

を徴収する。 

（著作権について） 

20. 投稿原稿の著作権は、別途定める日本観光研究学

会「観光研究および日本観光研究学会全国大会学術

論文集」著作権規程に従う。 

（抜刷） 

21．執筆者には、原則として本誌 3 部を贈呈する。抜

刷を希望する場合は執筆者が実費を負担する。 

（発表の義務） 

22．受理された論文は、当該年度に開催される全国大

会研究発表会にて報告することが義務づけられる。

なお、原則として発表しなかった場合は、たとえ「観

光研究（特集号）」もしくは「日本観光研究学会全国

大会学術論文集」に論文が掲載されていても、発表

業績として認めず、J-STAGE に掲載されない。さら

に、全国大会後の『会報』（全国大会開催報告）に発

表辞退者として記載される。 

 

その他 

23．研究倫理講習を未受講の著者は、日本学術振興会

「研究倫理 e ラーニングコース（e-Learning Course on 

Research Ethics）」を受講すること。 

24．編集委員会が執筆依頼をおこなった原稿について

は本規程の適用外とする。 

25．この規程を改訂したときは、改訂日をもって直ち

に施行する。 

以上 

 
2020 年 10月 1 日決定 

 


